
　

激
震
と
大
津
波
が
約
2
万
人
も
の
命

を
奪
い
、
労
災
保
険
の
遺
族
補
償
も
史

上
最
多
に
上
る
。な
お
申
請
・
認
定
の
途

上
で
は
あ
る
が
、
こ
の
労
働
者
保
護
制

度
の
大
事
さ
と
問
題
点
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。

阪
神
大
震
災
を
教
訓
に
す
ば
や
い
対
応

　

労
災
保
険
の
適
用
は
①
業
務
遂
行
性

②
業
務
起
因
性
を
条
件
に
す
る
。仕
事
を

進
め
る
際
の
事
故
か
ど
う
か
は
比
較
的

判
断
し
や
す
い
。残
業
中
や
休
日
出
勤
時

は
当
然
な
が
ら
、た
と
え
ば
出
張
先
へ
前

夜
に
出
か
け
泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル
火
災
で

焼
死
し
た
ケ
ー
ス
も
業
務
遂
行
性
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

仕
事
が
原
因
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

「
過
労
死
」に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
過
酷

な
勤
務
が
原
因
か
、本
人
の
持
病
等
が
要

因
か
、し
ば
し
ば
裁
判
で
争
わ
れ
る
。

　

自
然
災
害
の
場
合
も
業
務
と
の
関
係

は
、い
わ
ば
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
だ
っ
た
が
、

阪
神
大
震
災（
1
9
9
5
年
1
月
17
日
火

曜
日
午
前
5
時
46
分
）で
、旧
労
働
省
は

以
下
の
見
解
を
示
し
た
。「
作
業
方
法
や

作
業
環
境
、事
業
所
施
設
の
状
況
等
の
危

険
環
境
下
の
業
務
に
伴
う
危
険
が
現
実

化
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
れ
ば
業
務
災

害
」（
95
年
1
月
30
日
付
）。

　

そ
の
判
断
に
沿
っ
て
今
回
、厚
労
省
は

す
ば
や
く
対
応
し
た
。「
業
務
遂
行
中
に

地
震
に
よ
る
建
物
倒
壊
等
で
被
災
し
た

場
合
は
業
務
災
害
と
認
め
る
」「
申
請
資

料
を
喪
失
の
際
は
代
替
資
料
で
も
可
能
」。

　

同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は「
地
震
に

よ
っ
て
建
物
が
倒
壊
、津
波
に
の
み
込
ま

れ
る
と
い
う
危
険
な
環
境
下
で
仕
事
を

し
て
い
た
、と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
」

と
、わ
か
り
や
す
い
説
明
が
掲
示
さ
れ
た
。

遺
族
補
償
の
申
請
1
5
0
0
件
超
へ

　

早
朝
を
襲
っ
た
阪
神
大
震
災
と
は
異

な
り
、東
日
本
大
震
災
は
2
0
1
1
年
3

月
11
日（
金
曜
日
）午
後
2
時
46
分
発
生

で
、ほ
ぼ
誰
も
が
仕
事
中
だ
っ
た（
通
勤

中
も
含
む
）。

　

当
然
な
が
ら
遺
族
給
付
の
申
請
は
岩

手
、
宮
城
、
福
島
の
被
災
集
中
3
県
で

1
5
3
5
件（
8
月
15
日
時
点
）。
阪
神

大
震
災
の
同
68
件（
給
付
67
件
、
療
養
、

休
業
等
を
含
む
総
申
請
4
7
2
件
、認
定

4
7
0
件
）と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、「
同
省
は
3
県
で
労
災
対
象

件
数
4
0
0
0
件
と
見
込
む
」と
の
報
道

も
あ
っ
た（
時
事
通
信
社
7
月
28
日
）。療

■
東
日
本
大
震
災

宮
武 

剛 

の  

社
会
保
障  

言 

論

史
上
空
前
の

	
労
災
保
障
を
考
え
る

史
上
空
前
の

	
労
災
補
償
を
考
え
る



■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県

立
大
学
教
授
を
経
て
、 

現
在
、目
白
大
学
教
授
。

近
刊
に『
現
代
の
社
会
福
祉
　
1
0
0
の
論
点
』（
監
修
・
共
著
、全
国

社
会
福
祉
協
議
会
刊
）。

養
、休
業
等
を
含
む
総
件
数
の
予
測
か
も

し
れ
な
い
が
、死
亡
・
行
方
不
明
約
2
万

人
を
考
え
る
と
、漏
れ
な
く
補
償
さ
れ
つ

つ
あ
る
、と
は
言
い
難
い（
別
に
公
務
員

災
害
補
償
法
適
用
者
も
い
る
）。

　

気
が
か
り
な
の
は
、ま
ず
労
災
保
険
加

入
の
幅
広
さ
が
周
知
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
。

　

労
災
保
険
は
1
人
で
も
労
働
者
を
雇

用
す
る
全
事
業
所
に
強
制
適
用
さ
れ
る
。

ア
ル
バ
イ
ト
、短
時
間
、有
期
契
約
等
の

雇
用
形
態
を
問
わ
ず
、違
法
滞
在
の
外
国

人
労
働
者
ま
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
。
こ
の

ル
ー
ル
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も

な
い
。と
く
に
ア
ル
バ
イ
ト
や
外
国
人
労

働
者
に
よ
る
申
請
は
極
め
て
少
な
く
、意

図
的
な
労
災
隠
し
も
横
行
す
る
。

未
加
入
、滞
納
、倒
産
で
も
適
用

　

次
に
、事
業
所
が
労
災
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
場
合
で
も
適
用
さ
れ
る
こ
と

は
、さ
ら
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

労
災
保
険
関
係
は
事
業
開
始
と
同
時

に
特
段
の
手
段
を
待
た
ず
に
成
立
す
る

（
徴
収
法
第
3
条
）。つ
ま
り
事
業
主
が
届

出
な
ど
所
定
の
手
続
き
を
取
ら
ず
、保
険

料
未
納
の
間
に
事
故
が
生
じ
て
も
、被
災

労
働
者
・
遺
族
へ
の
給
付
に
特
段
の
支
給

制
限
は
な
い
。

　

そ
の
代
わ
り「
費
用
徴
収
制
度
」に
よ
っ

て
、届
出
が
な
い
期
間
中
、保
険
料
滞
納

中
の
事
故
も
、政
府
が
補
償
し
た
場
合
は
、

給
付
費
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
事
業
主

か
ら
徴
収
で
き
る（
船
員
保
険
・
労
災
保

険
部
分
は
労
災
保
険
に
統
合
さ
れ
、費
用

徴
収
制
度
も
2
0
1
1
年
1
月
1
日
以

降
の
事
故
か
ら
適
用
）。

　

被
災
地
に
も
未
加
入
の
事
業
所
は
多

い
は
ず
だ
。
そ
の
事
業
所
が
倒
産
の
場

合
で
も
原
則
的
に
労
災
補
償
を
求
め
ら

れ
る
。

　

労
働
相
談
や
社
会
保
険
労
務
士
ら
の

個
別
相
談
な
ど
で
泣
き
寝
入
り
を
1
人

で
も
少
な
く
す
る
働
き
か
け
を
続
け
て

ほ
し
い
。

　

ま
た
、労
災
保
険
制
度
の「
特
別
加
入

制
度
」で
自
営
業
者
も
任
意
加
入
が
認
め

ら
れ
る
。対
象
は
中
小
事
業
主
・
家
族
、特

定
作
業
者（
家
内
労
働
、介
護
作
業
等
）、

1
人
親
方
の
大
工
、ト
ビ
職
、個
人
タ
ク

シ
ー
、個
人
ト
ラ
ッ
ク
、漁
船
に
よ
る
水

産
物
の
採
補
事
業
も
含
ま
れ
る
。1
人
親

方
等
は
団
体
を
作
り
、定
款
・
規
約
等
を

定
め
都
道
府
県
労
働
局
長
に
申
請
す
れ

ば
よ
い
。

　

復
旧
作
業
が
一
段
落
し
た
段
階
で
、厚

労
相
は
被
災
地
で
の「
特
別
加
入
」の
実

態
、未
加
入
や
滞
納
の
事
業
所
で
の
労
災

申
請
事
例
、費
用
徴
収
制
度
の
実
施
例
を

公
表
し
て
ほ
し
い
。同
時
に「
特
別
加
入

制
度
」の
普
及
促
進
は
も
ち
ろ
ん
対
象
職

種
の
拡
大
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

宮城県女川町の惨状・4月2日筆者撮影。
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